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【技術の概要】 

  本技術は、セメント系固化材のスラリーを吐出しなが

ら地盤を掘削攪拌することで、柱状の地盤改良体を３本

同時に築造する機械攪拌式深層混合処理工法である。 

【技術開発の趣旨】 

  本技術は、連結板で固定された３本のロッドを同時に

回転させる攪拌装置を使用することで、施工効率の向上、

および、粘性の強い改良対象土が攪拌翼に付着して一緒

に回転する現象（共回り現象）の防止を図っている。 

【性能証明の内容】   

  本技術についての性能証明の内容は、以下の通りであ

る。 

  申込者が提案する「トリプル・アイ工法 施工マニュ

アル」に基づいて築造された改良体は、そのコア採取率

がボーリング掘削長の全長に対して砂質土層の場合 95%

以上、粘性土層の場合 90%以上であり、かつ、ボーリン

グ掘削長の 1m当たりに対して砂質土層の場合 90%以上、

粘性土層の場合 85%以上であると認められる。また、本

技術は、設計基準強度が砂質土層で 600kN/㎡，粘性土層

（ローム地盤を含む）で 400kN/㎡の改良体が築造可能で

あり、その配合設計及び品質検査に用いる改良体コアの

一軸圧縮強さの変動係数として、砂質土層で 20%，粘性

土層（ローム地盤を含む）で 25％が採用できると判断さ

れる。 

表-1 長期許容鉛直支持力表（一群コラム当たり） 

 

 

表-2 仕様一覧 

コラム径（mm） φ500 

ラップ幅（mm） 50×2カ所 

最大深度（m） 3.5 

適用地盤 砂質土・粘性土地盤（ローム地盤を含む） 

pH＞4の地盤 

図-1 掘削・攪拌翼概要 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 施工機全景     

 

【本技術の問合せ先】 

 株式会社トラバース       担当者：相沢 彰彦  E-mail：aizawa@travers.co.jp 

 〒272-0121 千葉県市川市末広 2-4-10   TEL：047-359-1191  FAX：047-359-1199 


